
令和５年度 学校経営方針 さつま町立山崎小学校

Ⅰ 学校経営の基調 Ⅱ 学校経営の方針 Ⅲ 本校の教育課題

Ⅳ 基本構想 学 校 教 育 目 標

ふるさと山崎の誇りをもち，自ら学び，心豊かでたくましい子を育成する。
～自己肯定感を育む教育の推進～

校 訓 明るく かしこく たくましく

めざす児童の姿 ○ 夢をもち，明るい子 ○ 自ら考えるかしこい子 ○ 最後までやり抜くたくましい子

(郷の力芽) （明るいあいさつ，夢実現への努 （主体的，対話的，意欲的な （目標に向けた諸取組，体力・
力，思いやりの心，節度ある生活） 学習態度） 気力）

めざす学校の姿 ○ 心の絆を大切にする学校 ○ 心豊かで児童理解に努める教職員 めざす教職員の姿
(学校の特色) (夢･志，あいさつ，思いやり・協力，感謝，規 （人間性，人権意識，社会性，児童理解） (チーム山崎)

範意識，花いっぱい) ○ 情熱と使命感にあふれる教職員
○ 学びの声がこだまする学校 （使命感，職責感，自己研鑽，指導力，表
(発表の声，歌声，あいさつ・返事，読書) 現力，協働，信頼）

○ 元気いっぱいの学校 ○ 健康･安全への意識の高い教職員
（かけ足，なわとび，歩いて登校，教児による (自己健康管理，高い安全意識)
安全点検） ○ 保護者や地域の信頼に応える教職員

○ 家庭・地域に信頼される学校 （倫理感の高揚，保護者・地域との関係づ
（ふるさとの人・物・事の活用，地域連携， り，勤労奉仕）
幼・保・小・中・高連携）

経 営 の 重 点
【学力向上】 【生徒指導】 【健康・安全】 【地域連携】 【業務改善】
主体的・対話的で深い学 児童一人一人の困り感解 健康・安全を最優先し 地域の素材や人材を積極 業務改善アクションプ

びを実現する授業の推進 消のための個に応じた生徒 ながら，心身ともに健康 的に活用し，コミュニティ ランをもとに，学校にお
と，複式学習指導法の研究 指導に努める。 でたくましい児童の育成 ・スクールとしての活動を ける働き方改革を実質的
に努める。 に努める。 推進する。 ・着実に推進する。

合い言葉 ふるさと山崎が育む「郷の力芽」たちの健やかな育成

経営の主な具体策
教務 生徒指導 保健指導 家庭・地域との連携 業務改善

(児童主体の授業，学力向上) (個に応じた生徒指導) (健康・安全を最優先) (コミュニティ・スクールの推進) (アクションプランの運用)
１ 「さつまる運動」推進 １ 実態把握と共通支援 １ 各種診断による実態把握 １ コミュニティ・スクールの推進 １ 業務改善の意識化の推進
⑴ さつまの３構えの徹底 ⑴ 児童の状況把握 ⑴ 健康診断，体力テスト ⑴ 学校運営協議会による活 ⑴ 退勤目標時刻の設定①
⑵ さつまタイムの効果的な実施 ⑵ 情報交換による共通理解 ２ 運動能力，基礎体力の向上 動の充実 ⑵ 定時退庁日の設定①

２ 既習内容の定着と活用力の向上 ２ 基本的な生活習慣の確立 ⑴ 教科体育の授業改善，基 ⑵ 地域素材・人材を生かし ⑶ 学校閉庁日の設定①
⑴ 児童主体の授業づくり ⑴ 児童相互の笑顔であいさつ 礎運動の位置付け た活動の推進 ２ 業務の効率化の推進
・ ラスト１０分，ガイド学習 ・ 「語先後礼」の徹底 ⑵ 一校一運動の推進 (例)竹細工，ホタル舟，稲作，歴史，郷土芸能，さつ ⑴ 日課表・月行事の改善③

⑵ 学力の実態把握と問題の活用 ⑵ 記名，かかと揃え (かけ足，なわとび) ま町音頭，きんかんちぎり，県下一周駅伝応援補助 ・ 教材研究，学級事務の時間確保
・ ｢できるまで｣繰り返し指導 ３ 相手の立場を思いやる児童 ⑶ チャレンジかごしまへの取組 ２ 家庭との連携 ・ 学期初め，終わりの事務処理等時間確保

３ 個に応じた特別支援教育の推進 の育成 ⑷ 徒歩による登下校の推進 ⑴ さつまタイムの啓発・見届け ⑵ 共有フォルダの活用②③
⑴ 教育支援計画，指導計画の作成 ⑴ 道徳科の授業の充実 ３ 安全指導の充実 ⑵ 早寝・早起き，朝ご飯の推進 ⑶ 校務支援ソフトの活用②
⑵ 個に応じた支援体制の充実 ⑵ 心の教育の日の活動充実 ⑴ 施設設備安全点検の徹底 ⑶ ＰＴＡ活動の充実 ⑷ 諸会議の効率化③

４ 人権同和教育の推進 ４ 読書を通した想像力の育成 ⑵ 通学路の危険箇所点検 ⑷ 学校保健委員会の充実 ・ ５分前終了の進行
⑴ 人権週間の取組の充実 ⑴ 読書環境づくり ⑶ 児童の危険予知能力の育成 ３ 校区との連携 ⑸ 家庭学習課題の検討③
⑵ 校内外の研修参加と環流報告 ⑵ さつま読書のすすめ ⑷ 学校安全の日の充実 ⑴ 校区合同運動会 ・ 週末課題，長期休業中の課題

５ 校内研修の充実 ⑶ 親子読書の日の推進(23日) ４ 保健指導の充実 ⑵ あいさつこだま運動 ⑹ 地域ボランティアの有効活用②
⑴ より実践的な授業研究 ５ 教児同行での清掃活動，花い ⑴ 感染症予防の徹底 ⑶ 子ども会育成会連絡協議会との連携 ・ 学校運営協議会との連携
⑵ 学習環境の充実 っぱい活動の充実 ・ 検温，換気，手洗い， ４ 学校環境の整備・充実 ３ 業務の簡素化の推進

６ 教育方法改善の推進 ⑴ 無言作業の継続 消毒，マスク着用等 ⑴ 町・校区・ＰＴＡとの連携 ⑴ 留守番電話の活用②
⑴ ＩＣＴ機器の積極的な活用 ⑵ 外掃除の充実(火曜日) ⑵ う歯治療率の向上 ５ 積極的な情報発信 ⑵ 教材等の共有化・デー
⑵ 複式学級への対応 ⑶ 学級園・フラワーロード等 ５ 食育･食農教育の充実 ⑴ 学校便り，保健便り，学 タベース化(教職員フォル
⑶ プログラミング教育の推進 ６ キャリア教育の推進 ⑴ 栄養教諭との連携 級通信等の定期的な配布 ダの活用)③

７ 表現力，コミュニケーション能力の育成 ⑴ 夢を語る場の設定 ⑵ ふれあい給食の実施 ⑵ ＨＰ，公民会放送の活用 ⑶ 各種Webサイト教材の積
⑴ 全体の場での発表体験 ⑵ キャリアパスポートの活用 ⑶ 食農教育の取組 ⑶ 積極的な作品展への応募 極的活用③
・ 行事のあいさつ，感想発表 ７ 中学校，校区との連携の強化 ６ 家庭との連携 ・新聞投稿 ※ ①，②，③とは，業務改善アクションプ

⑵ 作品応募，新聞投稿，英検受検 ⑴ 子連，児童委員との連携 ⑴ むし歯治療率の向上 ６ 県民週間の広報の工夫 ランに示した重点取組の番号である。
８ 家庭との連携 ８ 家庭との連携 ⑵ 衛生習慣の定着 ⑴ 学校便り，保健便り，学 ① … 業務改善に対する意識改革
⑴ 家庭学習の充実 ⑴ 保護者との情報交換 ・ さわやか検査 級通信等の定期的な配布 ② … 事務の負担軽減と専門スタッフ等の活用
・ さつまタイムの啓発 ⑵ 基本的生活リズムの確立 ⑶ 早寝・早起き・朝ご飯 ⑵ ＨＰ，公民会放送の活用 ③ … 授業準備の効率化と時間確保

夢(目標) チャレンジ 実 現

自己肯定感 感 謝 感 動

⑴ 人権尊重の精神に徹し，相互信頼の上に立ち，一人一人
を大切にする児童理解に努め，規範意識や倫理観・自他の
よさを認め，他者を思いやる心や美しいものに感動する心
など「豊かな心」を育成し，問題行動等の未然防止を図る。

⑵ 自ら学ぶ意欲を高めるとともに，基礎学力の更なる定着
を図り，児童一人一人の体力・運動能力を高める教育を推
進する。

⑶ 校区の人材・自然・文化・伝統・産業等にふれる活動や
人（高齢者等）との交流活動等を通して，郷土を愛し郷土
に貢献する態度を培う。

⑷ 学習指導要領の趣旨を十分踏まえ，児童の実態や地域の
特性を生かして，地域と連携する「社会に開かれた教育課
程」の実践により，「生きる力」を育む。

⑸ 教師が担うべき業務の適正化などを通した「業務の簡素
化」，管理職のマネジメント力の向上などによる「業務の
効率化」，勤務時間管理の徹底を含めた「業務改善の意識
化」の三つの方向性で学校における業務改善を推進する。

⑴【 生徒指導・特別活動】
一人一人が意欲をもって活動し，共に伸

びようとする態度の育成
⑵ 【道徳・特別支援教育・人権教育】

特別な支援を要する児童への指導の在り
方(特別支援学級，通常学級)

⑶ 【学習指導】
ア 主体的・対話的で深い学びの実現によ
る自ら学ぶ力の育成，基礎学力の確実な
定着，表現力の育成，活用力の育成

イ 児童数減に伴う複式学習指導への対応
⑷ 【保健安全指導】

体位・体力・運動能力の向上を目指した
教科体育の改善

⑸ 【家庭・地域連携】
地域の教育素材，人材の活用

⑴ 公教育の理念に立つ
憲法・教育基本法・学校教育法及

び学習指導要領等その他の教育関係
法に則り，県・地区・町の教育行政
の重点施策を踏まえた教育を推進す
る。

⑵ よき伝統を継承し，時代の要請に
応える歴史と伝統を継承し，生涯学
習の基盤を培うという観点に立ち，
心身ともにたくましく，思いやりの
ある心豊かな人間の育成に努める。

⑶ 保護者や地域の要請に応える教育
公務員としての自覚に立ち，率先垂
範・確実な見届けの教育を推進する
とともに，児童の実態・保護者の実
態・校区の実態等を把握し，保護者
や校区住民の期待と信頼に応える。


